
假
思
想
に

お
け
る
無
生
法
忍
に
就

い
て

山

本

啓

量

無
生
法
忍
。
n
g
tp
a
ttik
a
-
d
h
a
r
m
a
k
o
a
n
t
i
 
は

佛
教
認
識
論
上
に
お

け
る
要
機
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
小
乗
の
忽
が
生
滅

に
お
け
る
に
反

し
、
無

生
法
忍
は
不
生
不
滅

の
認
識
に
拘
わ
る
も
の
で
あ
る
。
原
始
佛

敢
に
あ

つ
て
は
、
認
識
の
成
立
が
根
境
識
三
事
和
合
し
て
燭
 
s
p
a
r
s
a

の
施
設
 
p
r
a
j
n
a
p
t
i
 
あ

り
、
燭
に
よ
つ
て
、
貧
瞑
療

の
根
本
煩
悩
を

生
ず
る
が
、
此
の
燭
の
正
観
に
よ
つ
て
三
毒

の
滅
が
あ
る
と
せ
ら
れ
、

燭
が
室

に
於
け
る
施
設
な
り
と
す
る
観
方
に
よ
つ
て
燭
施
設
が
原
始
佛

敢
の
解
腕

へ
の
契
機
に
立
つ
て
い
る
。
又
倶
舎
論
賢
聖
品
に

「
所
縁
念

佳
は
慧

の
所
縁
の
諸
法
を
以
て
な
す
、
食
と
燭
と
名
色
と
作
意
と
の
集

る
が
故

に
次
の
如
く
身
受
心
法
を
集
ら
し
め
、
其
等
の
滅
す
る
が
故
に

次
の
如
く
身
受
心
法
を
滅
せ
し
む
」
と
云
わ
れ
る
の
は
、
燭
に
於
け
る

集
滅
の
正
観
は
慧
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
又
同
品
に

婆
沙
師
が

「
念
が
慧
を
活
ら
か
し
め
る
」
と
云
う
に
封
し
て
論
圭
は
慧

が
念
を
住
せ
し
め
る
と
し
て
、慧
を
動
的
に
見
て
お
り
、
更
に
慧
及
び
諸

の
鯨
の
心
心
所
法
は
能
行
な
り
と
し
、
次
に
智

品
に
は
慧
の
中
の
忽
と

智
 
j
n
a
r
 
と
見
 
d
r
s
t
i
 
を

分
別
し
、
疑
な
く
推
度
の
性
な
き
を
智
と
云

い
、
忍
は
所
断
の
疑
未
断
に
し
て
推
度
の
性
あ
り
、
見
の
性
に
撮
せ
ら

れ
、
見
の
推
度
尋
及
な
る
と
、
疑
な
し
と
す
る
智
と
の
中
間
に
置
か
れ
、

忍
は
慧
の
能
動
性
の
申
核
を
な
し
て
い
る
。

叉
成
實
論
第

三
九
八
に
智

に
し
て
假
名
を
破
せ
ば
忍
な
り
と
し
、
倶
舎
論
分
別
智
品
に

「
忽
よ
く

惑
を
断
ず
る
も
の
皆
離
と
名
く
」
「苦
集
を
厭
ず
る
を
厭
、
離
は
苦
集
滅

道
の
四
に
關
連
し
て
よ
く
断
ず
」
と
あ
り
、
印

ち
忍
は
破
又
は
厭
と
離

と
断
の
否
定
的
意
味
を
持
つ
て
い
る
。
所
が
婆
沙
論
第
六
に

「
忍
は
亦

得
亦
捨
、
忍
の
得
と
は
加
行
に
由
る
、
捨
と
は
界
地
を
超
ゆ
る
に
由
る
」

と
云
い
、
得
と
捨
と
を
同
時
に
持
つ
中
間
的
存
在
性
の
意
義
を
附
與
し

て
い
る
が
、
大
乗
義
章
に
は

「慧
心
安
レ
法
名
レ忍
、
於
レ境
決
断
智
」
と

云
い
智
度
論
勧
學
品
に
は

「能
く
信
じ
能
く
受
し
能
く
持
す
る
を
忍
と

名
く
」
と
云
い
、
忍
の
肯
定
的
面
を
強
調
し
、
遍
學
品
に
は

「
八
人
の

若
は
智
若
は
断
乃
至
辟
支
佛

の
若
は
智
若
は
断

は
菩
薩
の
無
生
法
忍
な

り
」
と
し
、
無
性
法
忍
が
否
定
と
肯
定
の
義
を
含
み
、
忍
が
慧
の
能
動

段
思
想

に
お
け
る
無
生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)
 

二

一
五
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假
思
想
に
お
け
る
無

生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)

一
二

六

性
を
捲

つ
て
智
の
先
端
に
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

原
始
佛
敢
で
は
、
纏

・
虞

・
界

・
十
二
因
縁

・
四
諦
に
於
て
燭
の
如

實
知
見
を
強
調
し
、
解
脱

へ
の
契
機
と
し
て
い
る
。
然
る
に
成
實
論
第

一
九
八

に

「
始
め
て
假
名
を
破
せ
ぱ
知
、
法
位
に
入
る
を
見
。
始
め
て

観
ず
る
を
知
、
達
す
る
を
見
」
と
云
い
、
智
度
論
遍
學
品
に
は

「初
め

て
知
る
を
知
と
名
け
、
後
に
深
く
入
る
を
見
と
名
く
。
知
は
未
了
に
名

け
、
見
は
已
了
に
名
く
」
と
云
い
、
知
と
見
と
を
分
別
す
る
が
、
更
に

「
定
心
を
名
け
て
見
、
定
と
未
定
と
を
通
じ
て
名
け
て
知
と
な
す
。
轄

法
輪
経
に
説
く
が
如
し
、
苦
諦
は
知
り
已
つ
て
応
に
見
る
べ
く
、
知
り

已
つ
て
分
別
し
て
見
の
法
は
応
に
見
る
べ
し
と
知
る
な
り
」
と
云
い
、

苦
諦
の
知
見
に
は
未
著
手
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
道
諦
で
は

「応
に
修
す
べ
き
は
道
諦
な
り
」
と
し
、
道
諦
に
は
知
と
見
と
を
含
み
、

集
諦
の
断

と
滅
諦
の
謹
と
は
、
知
見
が
定
位
に
達
す
る
契
機
に
あ
る
も

の
で
あ
り
、
「煩

悩
の
噺
を
知
る
を
名
け
て
見
と
爲
す
ね
と
云
う
時
は
、

知
が
定
位

に
到
つ
た
歌
態
で
あ
つ
て
讃
得

へ
結
着
し
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
如
實
知
見
は
、
此
の
知
見
の

一
刹
那
に
否
定
と
肯
定
と
を
絶
し
た

「有
り
の
ま

」
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
無
生
法
忍
は
原
始
佛

敏
の
鰯
に
お
け
る
如
實
知
見
の
認
識
に
お
け
る
否
定
と
肯
定
の
爾
面
性

を
大
乗
の
意
味
に
於
て
纒
承
す
る
。

緊
那
羅
王
所
問
経
第
四
に

「菩
薩
は
善
根
を
種
え
ず
し
て
無
生
法
忍

を
得
る
こ
と
が
な
い
。

乃
ち
四
法
を
成
就
す
れ
ば
無
生
法
忍
を
得

る
」
と
し
、

諸
佛
卒
等
、

諸
法
卒
等
、
世
界
卒
等
、
衆
生
卒
等

四

室

(
十
八
室
)
、
大
悲
三
解
腕
門
、
方
便
六
波
羅
蜜
、
輝
定

及
び
五
神

通
を
翫
樂
す
。
偶
陰
・
界
・
入
・
三

切
諸
法
の
性
を
知
り
菩
提
を
集
め

菩
提
の
性
は
陰
乃
至
諸
法
の
性
な
り
と
定
ん
で
疑
な
し
。

一
切
の
法

を
知
つ
て
實
際
如
の
中
に
住
す
、
三
世
の
法
等

し
き
を
信
ず
、
諸
法
卒

等
を
観
ず

(虚
室
の
如
き
性
な
る
故
に
)
を
學
げ

て
い
る
。
此
の
中

は

撮
大
乗
論
に
説
き
、

は
原
始
佛
敢
の
燭
考
察
を
般
若
経
が
纒
承
す
る

も
の
で
あ
り
、
(
2
)
(
4
)
は
般

若
経
に
於
て
強
調
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

煩

悩
は
封
境
に
於
て
取
著
す
る
に
よ
つ
て
起

る
。
甚
深
般
若
波
羅
蜜

多
は

三
切
法
に
於
て
能
染
汚
に
非
ず
所
染
汚
に
非
ざ
る
が
故
に
取
な
く

著
な
し
。
(大
般
若
行
相
品
)
「
一
切
法
無
所
有

に

し
て
能
著

所
著

著
庭

著
時
不
可
得
の
故
に
名
法
は
假
の
施
設
な
り
、

一
切
法
の
名
に

著
せ
ず
、
法
に
着
せ
ず
、
想
に
若
せ
ず
方
便
善

巧

に
著

せ
ず
」
(
同
教

誠
敢
授
品
)
又

「
一
に
は
自
想
、

二
に
は
他
想
、

三
に
は
施
想
な

り
、

此
の
三
輪
に
著
し
て
施
を
行
ず
る
に
由
る
が
故

に
世
間
の
布
施
波
羅
蜜

多
と
名
つ
く
。

一
に
は
我
は
施
者
な
り
と
執
ぜ
す
、

二
に
は
彼
に

受
者
な
り
と
執
せ
ず
、
三
に
は
施
果
に
着
せ
ず

之
を
三
輪
清
浄

と
な

す
」
(同
浄
道
品
)
と
云
い
何
れ
も
取
著
を
離
れ
る
に
際
し
て
能
所

の
封

立
を
絶
す
る
事
に
留
意
し
て
い
る
。
二

切
は
虚

室
に
等
し
く
自
性

自

相
は
皆
畢
寛
室
に
し
て
都
て
所
有
な
し
と
達
し
、
法
の
能
生

所
生

生
庭

・
生
時
を
貴
重
す
る
を
生
ず
べ
き
あ
る
を
見
ざ
る
な
り
。

此
に
由

る
が
故
に
生
皆
不
可
得
な
り
…
…
此

の
菩
薩
は
無
上
菩
提
の
作
意
を
成

就
し
て
大
菩
提
心
を
遠
離
せ
ず

(同
不
退
轄
品
)
と
し
て
生
滅
の
不
可
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得
な
る
を
四
事
封
立
に
ょ
つ
て
読
く
の
み
な
ら
ず
、
四
事
封
立
を
正
観

し
、
作
意
成
就
に
留
意
し
て
い
る
の
は
、
倶
舎
論
賢
聖
品
の
燭
と
作
意

と
が
身
受
心
法
の
集
滅
の
正
観
を
説
く
こ
と
と
相
応
す
る
も

の
で
あ

る
。
又
修
習
に
關
し
て
は

「戒
波
璽
蜜
多
を
修
す
る
時
、
浮
戒
乃
至
般

若
を
得
ず
、
能
修

・
所
修

・
所
爲
を
得
ず
、
是
の
如
き
諸
法
を
遠
離
せ

ず
し
て
布
施
波
羅
蜜
多
を
圓
満
す

(戒
等
略
)」
(成
熟
有
情
品
)
又
妙
慧

を
得
、
菩
提
を
謹
得
す
る
に
つ
い
て
は
、
能
得

・
所
得

・
得
庭

・
得
時

の
四
事
を
分
別
し
、
本
性
室
の
中
で
は

三
切
有
に
非
ず
と
し

(
不
可
動

品
)
、 
三
切
法
は
皆
畢
寛
室
な
れ
ば
、
畢
党
室
中
に
は
法
の
能
誰
・所
謹
・

讃
庭

・
謹
時
の
由
り
て
以
て
讃
す
べ
き
な
し

(
眞
如
品
)
と
し
て
い
る
。

蓋
し
謹
虞
謹
時
は

三
切
法
依
庭
な
く
、
無
依
虜
を
依
虞
と
し
、
三
世
季

等
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る

(求
般
若
品
)
。
又
根
裁
品
で
は
、

能
謹
と
所
謹
と
を
分
別
し
、
能
謹
の
根
と
所
讃
の
裁
培
と
が
併
行
す
る

根
裁
倶
行
を
起
さ
な
い
事
を
、
能
所
の
不
可
得
な
る
に
よ
つ
て
強
調
す

る
の
で
あ
る
。二

般
若
経
が
室
を
説
く
時
、
 
一
般
に
十
八
室
を
學
げ
て
い
る
が
、
能
所

の
封
立
を
否
定
す
る
形
式
を
取
る
も
の
に
無
所
得
と
畢
寛
室
と
本
性
室

と
を
指
摘
す
る
事
が
出
來
る
。
無
所
得
と
は
所
縁
の
境
が
無
所
有
に
し

て
、
能
縁
の
側
亦
不
可
得
で
あ
り
、
能
所
自
性
室
な
る
が
故
に
無
所
得

と
い
う

の
で
あ
る
。
大
般
若
経
聲
聞
不
二
品
に

「般
若
波
羅
蜜
多
を
行

ず
る
者

行
慮
、
行
時
無
所
得
な
り
、
此
の
無
所
得
の
法
も
無
所
得
な

り

と
し
て
い
る
ゆ
即
ち
無
所
得
は
、
無
所
有

と
不
可
得
の
能
所
の
室

關
係
に
つ
い
て
云
う
の
み
な
ら
ず
、
此
を
方
便

と
し
て
室
を
行
ず
る
意

味
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

 
諸
功
徳
相
品
に

「
此
の
中
に
於
て
誰
か
施
し
、
誰
か
受
け
、
施
す
物

は
何
ぞ
、
何
に
由
り
て
施
し
、
何
の
爲
に
施
し
、
云
何
に
し
て
施
す
や
」

と
す
る
時
、
諸
法
の
自
性
は
不
可
得
で
あ
る
と
せ
ら
れ
、
之
を
畢
寛
室

と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
之
等
の
六
事
は
施
の
目
的
を
以
て
構
成
せ
ら
れ

た
施
事
實
で
あ
つ
て
、要
は
能
所
の
封
立
維
持

に
か
」
る
も
の
で
あ
り
、

假
和
合
に
過
き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
嚴
浄
佛
土
品
に
も

「
自
性
は

都
て
不
可
得
、
唯
和
合
の
所
作
に
執
著
あ
る
の
み
、
自
性
皆
畢
寛
室
な

り
と
審
察
す
べ
し
」
と
せ
ら
れ
る
。
諸
功
徳
相
品
に
は

「
畢
寛
無
際
の

二
室
を
観
察
し
、
二
室
に
安
佳
し
、
色
等

三
切
法
は
、
夢
乃
至
攣
化
事

の
如
く
、
實
有
に
非
ず
」
無
性
を
以
て
自
性
と
爲
し
、
自
相
皆
室
な
り

と
知
る
と
も
、
善
不
善

・
有
漏
無
漏

・
世
間
出
世
間

・
有
爲
無
爲

・
聲

聞
濁
畳

・
無
上
正
等
菩
提
を
安
立
し
雑
齪
す
る

こ
と
が
な
い
と
し
、
智

度
論
往
生
品
に
は
畢
寛
室
の
相
を
明
か
に
し
、
「浬
契
の
際
を
眞
と
せ

ぱ
、
世
間
の
際
も
亦
眞
な
り
、
浬
桑
と
世
問
の
別
な
し
」
と
云
つ
て
い

る
。
即
ち
世
間
を
壊
し
て
世
間
を
捨
て
ず
、
畢
寛
室
を
云
う
も
浬
藥
と

世
間
と
を
相
部
せ
し
め
、
封
立
の
矛
盾
を
統

三
せ
し
め
て
い
る
。
般
若

相
品
に
般
若
波
羅
蜜
多
の
清
浮
な
る
所
以
を
明
か
に
し
て
、
色
等

一
切

法
が
生
な
く
滅
な
く
染
な
く
浮
な
き
故
清
浄
で
あ
る
の
は
、
色
等
が
假

假
思
想
に
お
け
る
無
生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)

 

二

一
七
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假

思
想

に
お
け
る
無
生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)

 

二

一
八

設
に
し

て
不
可
説
、
不
可
得
で
あ
り
、
畢
寛
室
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
更
に
六
波
羅
多
を
始
め
と
す
る

三
切
修
習
の
法
を
與
え
ず

捨
て
ず

し
、
特
に
聲
間
法
を
與
え
ず
異
生
法
を
捨
て
ず
乃
至
諸
佛
法

を
與
え
ず
濁
毘
法
を
捨
て
ず
と
し
て
、
不
與
不
捨
の
畢
寛
室
を
説
い
て

い
る
。
之
は
生
滅
等
の
法
を
封
立
せ
し
め
否
定
と
肯
定
を
含
む
二
重
性

を
取

つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
畢
寛
室
を
説
い
て
之
を
第
二
の
輻
法
輪
と

宣
言
し
、
此
の
理
解
を
以
て
無
生
法
忽
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
本
性

室
は
本
來

の
性
質
は
室
な
り
と
し
て
存
在
の
根
底
に
透
察
し
究

寛
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
は
之
に
基
い
て
有
情
を
謹
得
せ
し
め

る
。
不
可
動
品
に

「
本
性
室
の
中
に
は
能
得

・
所
得

・
得
慮
。
得
時

一

切
は
有
に
非
ざ
れ
ば
菩
薩
は
安
佳
し
て
有
情
を
謹
得
せ
し
む
」
又

「
菩

薩
は
有
情
を
し
て
本
性
室
の
理
に
佳
せ
し
む
、
安
佳
せ
し
む
と
錐
も
、

二
相
な
し
、
本
性
室
は
二
無
く
二
分
無
け
れ
ば
な
り
、
無
二
法
は
そ
の

中
で
二
相
を
作
す
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
な
り
」
と
あ
り
。
二
と
は
有
で
あ

り
否
定

と
肯
定
と
の
封
立
で
あ
る
が
、
無
二
は
封
立
を
超
え
る
こ
と
で

あ
る
。
更
に
精
進
般
若
を
読
く
中
で

「
菩
薩
摩
詞
薩
方
便
善
巧
し
て
菩

薩
行
を
行
じ
有
情
を
成
熟
す
…
…
慮

ず
る
所
に
随
つ
て
漸
次
に
安
立
し

或
は
預
流
果
に
佳
せ
し
め
乃
至
或
は
無
上
正
等
菩
提
に
佳
せ
し
む
」
と

あ
り
、
郎
ち
性
室
の
認
識
は
否
定
と
肯
定
を
含
む
の
で
あ
る
。
又
更
に

勝
義
諦

と
は
本
性
室
に
し
て
、
本
性
室
は
諸
佛
所
謹
の
無
上
菩
提
な
り

と
し
、
更
に
諸
佛
は
本
性
室
を
以
て
佛
眼
と
な
す
と
し
、
本
性
室
の
理

に
安
佳

し
て
修
行
せ
ば

三
切
智
智
よ
り
退
失
せ
ず
と
し
、
諸
法
の
本
性

室
及
び
有
情

の
本
性
室
は
最
極
寂
静

に
し

て
増
減

・
生
滅

断

・
染

浄

・
得
果

・
現
観
な
し
と
し
て
い
る
。

無
所
得
は
、
能
所
二
縁
が
自
性
室
な
る
を
説
き
、
又
本
性
室
は
そ
の

中
に
能
所
の
封
立
な
き
を
説
き
、
畢
寛
室
は
、
本
性
室
を
根
嫁
と
し
て

豫
想
す
る
と
共
に
、
室
の
二
重
性
に
よ
つ
て
眞

に
至
ら
し
め
る
敏
施
設

の
室
で
あ
る
。三

無
生
法
忽
は
不
生
不
滅
の
理
を
知
る
事
で
あ
る
。
智
度
論
獲
趣
品
に

「
無
生
法
忍
と
は
生
滅
な
き
諸
法
實
相
の
中
に
於
て
、
信
受
し
通
達
し

て
無
擬
不
退
な
り
」
と
云
つ
で

い
る
。
而
し
て
不
生
不
滅
の
眞
の
意
義

は
不
生
不
滅
に
も
取
著
し
な
い
所
に
あ
る
。
此

の
事
を
論
に
は
二
種
の

無
常
、

二
種
の
無
相
等
と
し
て
二
重
否
定
を
説
く
の
で
あ
る
。
部
ち
無

所
得
方
便
や
畢
寛
室
や
本
性
室
に
於
て
、
心
沈
浸
せ
ざ
る
こ
と
が
不
退

蒋
な
り
と
し
い
る
の
は
此
の
事
情
に
よ
る
。
(
曼
殊
室
利
品
)

遍
學
品
に

「所
有
に
非
ず
無
所
有
に
非
ず
、

諸
の
戯
論
無
き
之
を
道

を
得
と
名
く
」
と
し
更
に
戯
論
の
内
容
を
明
か

し
て

「
色

(等
)
の
常

無
常
、
苦
樂
、
我
非
我
、
寂
滅
不
寂
滅
を
観
ぜ
は
戯
論
と
な
す
、
四
諦

を
見
断
謹
修
す
べ
し
、
四
輝
等
の
定

・
三
十
七
晶

・
三
解
脱
門

・
八
脊

捨

・
九
吹
第
定
・聲
聞
濁
畳
菩
提
を
修
す
べ
し
、
菩
薩

の
十
地
を
具
足
ず

べ
し
、
菩
薩
位
に
入
る
べ
し
、
佛
土
を
浄
む
べ
し
衆
生
を
成
熟
す
べ
し

佛
の
十
力
等
を
生
ず
べ
し
、

三
切
種
智
を
得
べ
し
、

三
切
煩
悩
の
習
を
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断
ず
べ
し
と
せ
ば
戯
論
な
り
」
と
し
て
い
る
。
論
は
之
に
封
し
て

「
性

は
因
縁
よ
り
生
ず
る
故
但
假
名
の
み
あ
り
、
離
性
、
無
性
は
更
に
第
三

法
の
戯
論
す
べ
き
な
し
」
部
ち
因
縁
所
生
の
法
は
假
名
に
し
て
戯
論
す

べ
き
な
し
と
云
い
、
無
戯
論
の
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ず
れ
ば
無
生
法
忍

を
得
て
菩
薩
位
に
入
る
と
し
、
「菩
薩
先
づ
柔
順
忍
の
中
に
佳
し
無
生

無
滅
、
亦
非
無
生
非
無
滅
を
學
し
、
有
見
無
見
、
非
有
非
無
見
等
を
離

れ
、
諸
戯
論
を
滅
し
無
生
忍
を
得
る
」
と
す
る
が
、
四
句
に
執
す
る
事
を

戯
論
と
し
、
四
句
を
離
れ
る
事
が
無
生
忍
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

又

「聲
聞
辟
支
佛
は
五
衆
の
生
滅
を
観
じ
心
厭
離
し
て
解
脱
を
得
ん
と

欲
す
、
菩
薩
は
大
幅
徳
の
智
慧
を
以
て
生
滅
を
観
ず
る
時
心
に
怖
畏
せ

ず
」
と
し
、
二
地
の
智
慧
を
超
過
す
る
事
を
無
生
忽
と
し
て
い
る
。

 
初
獲
心

の
菩
薩
が
無
上
菩
提
に
至
る
時
、

そ
の
中
間
に
於

て
不
退
轄

を
得
る
こ
と
が
菩
薩
の
要
件
で
あ
る
。
大
般
若
不
退
韓
品
に
不
退
轄
の

菩
薩
の
行

・
状

・
相
を
説
い
て

「
如
實
に
諸
の
異
生
地
乃
至
如
來
地
是

の
如
き
諸
地
諸
法
眞
如
の
中
に
於
て
攣
異
な
く
分
別
な
く
皆
二
な
く
二

分
な
し
と
知
ら
ば
…
…
諸

法
眞
如
の
中
で
分
別
す
る
な
し
…
…
如

實
に

諸
法
眞
如

に
悟
入
し
已
ら
ば
眞
如
と

一
切
法
と
二
無
く
別
無
し
と
聞
く

も
疑
滞
な
し
…
…
是

の
如
き
諸
の
行
状
相
を
以
て
不
退
轄
の
菩
薩
な
り

と
知
る
」

と
あ
り
、
帥
ち
異
生
地
乃
至
、
如
來
地
に
於
て
眞
如
と

三
切

法
の
不
二
を
知
つ
て
疑
滞
な
き
事
を
そ
の
要
件
と
し
、
「無

生
法
忍
を

得
て
已
に
よ
く
諸
法
の
實
性
に
通
達
レ
、
聞
き
て
疑
惑
な
く
聞
持
陀
羅

尼
門
を
得

た
る
故
忘
失
せ
ざ
れ
ば
不
退
轄
の
行
状
相
と
爲
す
」
と
し
て

い
る
。
(曼
殊
室
利
分
で
は
心
沈
浸
せ
ず
心
驚
怖
せ
ず
ん
ぱ
、
不
退
蒋
に
佳
し
、

菩
提
に
趣
き
て
後
退
せ
ず
と
あ
り
)
更
に
同
品
で
は
色
等

一
切
法
が
自
性

な
く
封
境
が
無
所
有
で
あ
る
か
ら
所
住
な
く
」從

つ
て
不
退
轄
で
あ
り
、

無
作
無
相
無
生
の
法
性
に
随
つ
て
佳
せ
ぱ
不
退
轄
で
あ
り
、
十
波
羅
蜜

を
修
し
室
無
相
無
願
の
法
に
佳
し
て
不
退
轄
で
あ
り
、
又
善
現
品
で
は

無
生
定
輪
宏
大
に
し
て
此
の
定
を
見
ず
著
せ
ず
此
の
定
力
に
よ
つ
て

三

切
起
る
な
け
れ
ば
不
退
輻
な
り
と
規
定
し
て

い
る
、
不
可
動
品

に
は

「本
性
定
理
は
亦
法
住
と
名
つ
く
、

三
切
法
都
て
無
所
佳
の
故
に
法
佳

と
名
つ
く
、
…
…
菩
薩
こ
の
中
に
安
佳
し
、

三
切
法
の
本
性
室
な
る
を

見
て
無
上
菩
提
に
於
て
不
退
轄
を
得
」
と
し
て

い
る
。
之

を
要
す

る

に
、
本
性
室
を
見
て
所
佳
な
く
不
退
轄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
不
退
輻
に
つ
い
て
は
、
本
性
室
の
理
に
疑
惑
な
く
、
本
性
室

理
を
持
し
て
實
際
を
謹
せ
ず

(
善
現
品
)
二
地
に
堕
す
る
無
き
を
強
調

す
る
。
倶
舎
論
第
二
十
三
に
忽
を
説
く
に
當
り

「
忍
と
は
無
間
業
を
作

ら
ず
悪
趣
に
堕
せ
ず
畢
寛
不
退
を
得
て
聖
果

を

讃
す
」
と
せ
ら

れ
る

が
、
大
乗
般
若
は
二
乗
の
果
を
誰
せ
ず
、
二
地
に
堕
在
せ
ず
と
す
る
。

 
聲
聞
、
濁
畳
の
法
で
は
三
解
脱
門
が
浬
繋

へ
の
契
機
と
な
つ
て
い
る

が
、
般
若
で
は
之
を
戯
論
と
し
な
が
ら
も
之
を
菩
薩
の
菩
提
の
中
に
撮

し
て
い
る
。
「
我
學
せ
ん
爲
に
諸
法
室
な
り
と
観

じ
讃
せ
ん
爲

に
室
な

り
と
観
ぜ
ず
」
(姉
妹
品
)
と
し
室

・
無
相

・
無
願
に
佳
せ
ず
三
解
腕
門

を
引
護
す
と
も
實
際
を
誰
せ
ず
と
し
、
習
相
応

品
で
は
菩
薩
の
三
解
睨

門
は
無
生
忍
を
得
て
不
退
轄
な
り
と
し
、
不
退
蒋
品
に

「
菩
薩
は
異
生

假
思
想

に
お
け
る
無

生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)

 

二

一
九
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假

思
想

に
お
け
る
無

生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)

 

二
二
〇

想
に
於
て
乃
至
如
來
想
に
於
て
退
轄
す
る
が
故
に
不
退
輻
と
名
け
、
又

二
地
に
退
堕
せ
ざ
る
が
故
に
不
退
轄
と
名
く
、
自
相
室
を
以
て

一
切
法

を
観
じ
、

已
に
菩
薩
の
正
性
離
生
に
入
り
、
少
法
も
可
得
不
可
得
を
見

ざ
る
が
故
に
造
作
す
る
な
く
、
從
つ
て
畢
寛
生
ぜ
ず
、
故
に
無
生
忽
と
名

く

と
し
て
い
る
。
即
ち
想
は
相
に
よ
る
も
の
で
あ
り
自
相
室
と
無
作

と
共
に
大
乗
の
、
三
解
脱
門
を
説
き
、
之
を
無
生
忍
と
し
た
の
で
あ
る
。

四

無
生
法
忽
の
準
備
状
態
が
忍
に
順
ず
る
と
い
う
意
味
で
順
忍
と
云
わ

れ
る
。
智
度
論
遍
學
品
に

「
先
づ
柔
順
忍
の
中
に
佳
し
、
無
生
無
滅
、

亦
非
無
生
非
蕪
滅
を
受
し
、
有
見
、
無
見
、
有
無
見
、
非
有
非
無
見
を
離

れ
、
諸
の
戯
論
を
滅
し
無
生
忽
を
得
」
と
し
て
い
る
が
、
戯
論
を
四
句
の

中
に
含
め
て
い
る
。
同
三
漸
次
品
に

「有
想
に
佳
す
る
も
の
は
順
忽
な

く
、
道
な
く
果
な
く
、
現
現
な
し
。
無
想
に
佳
す
る
者
、
順
忽
な
く
十
地

な
く
、
二
乗
を
超
ゆ
る
な
し
。
有
想
も
無
想
も
無
け
れ
ば
、
修
道
あ
り
得

果
あ
り
、
道
あ
り
現
観
あ
り
」
(
同
次
第
學
品
)
と
せ
ら

れ
有
無
の
想
な

き
順
忍
の
能
動
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
修
道
あ
り
得
果
あ
り
と
云
う

の
は
、
智
と
断
と
を
同
時
に
持

つ
こ
と
で
も
あ
り
、
婆
沙
の
亦
捨
亦
得
と

相
通
じ
、

且
つ
又
大
乗
の
眞
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
無
生
品
に
は

柔
順
忍
観
は
畢
寛
清
浄
な
ら
ず
無
生
忽
観
は
畢
寛
清
浄
な
り
と
し
、
同

観
學
品
に

「
柔
順
忍
と
無
生
忍
と
の
中
間
の
あ
ら
ゆ
る
法
を
頂
と
な

す
」
と
あ
り

(聲
聞
法
の
申
の
媛
と
忽
の
中
間
を
頂
と
す
る
が
如
く
)
頂
を

得
る
者
は
到
達
し
智
慧
あ
り
安
穏
に
し
て
、
頂

の
増
長
堅
固
な
る
を
菩

薩
の
位
と
な
し
、
三
切
の
結
使
動
揺
せ
ず
、
無
生
法
忍
と
名
け
ら
れ
る
。

法
愛
と
云
う
の
は
柔
順
忍
と
無
生
忍
と
の
中
間
に
於
て
、
忽
の
増
長
す

る
な
く
、
畢
寛
室

・
不
生
不
滅

・
法
忍
に
於
て
愛
著
す
る
を
云
う
。
之

に
反
し
て
大
般
若
諸
天
子
品
に
、
説
者
と
聴
者
と
解
者
の
三
者
を
封
立

せ
し
め
、
此
の
中
で
説
か
れ
る

三
切
法
は
、
般
若

の
中
で
は
不
可
得
な

り
、
幻
の
如
し
と
し
、

三
切
の
文
字
語
言
は
不
可
得
な
り
と
し
て
い
る
。

印
ち

「畢
寛
室

・
不
生
不
滅

・
法
忽
」
も
不
可
得

な
り
と
せ
ら
れ
る
。

此
の
事
が
堅
固
忍
で
あ

つ
て
、
無
説
無
嘉
無
解
の
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多

に
佳
す
べ
く
、

此
の
堅
固
忍
に
よ
つ
て
究
意
を
得
る
の
で
あ
る
。

無
生
忍
は
、
道
と
果
を
持
し
て
無
上
菩
提
に
至
ら
し
め
る
認
識
作
用

を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、
此
の
無
生
忽
を
中
心
に
認
識
過
程
を
考
察
し
、

智
度
論
無
生
品
に
は
、
或
は
三
種
或
は
五
種
の
分
別
を
し
て
い
る
。

三

種
菩
提
と
す
る
も
の
は
順
忍
と
無
生
忍
と
第
三
の
菩
提
で
あ
る
。

五
種

菩
提
は
、
嚢
心

・
伏
忍

・
明
心
・出
到
・無
上
菩
提

の
五
と
し
い
る
。
出

到
と
は

「般
若
波
羅
蜜
の
中
で
方
便
力
を
得
る
が
故
に
、
般
若
波
羅
蜜

に
著
せ
ず
…
…
無

生
法
忍
を
得
て
三
界
を
出
で
薩
波
若
に
到
る
」
と
せ

ら
れ
、
三
菩
提

の
中
の
第
二
と
五
菩
提
の
中
の
第
四
と
に
無
生
法
忽
を

配
し
て
い
る
が
無
生
法
忍
は
無
上
菩
提
に
至
る
契

機
に
立
つ
て
い
る
。

仁
王
般
若
上
菩
薩
敏
化
品
に
伏
忍
・
信
忍
・
順
忽
・

無

生
忍

(各
々
上

中
下
の
三
種
あ
り
)
寂
滅
忍

(
上
下
の
二
種
あ
り
)
の
菩
薩
の
五
忍
を
畢
げ

て
い
る
。
そ
の
中
で
伏
忍
は
地
前
三
賢
の
観
解
を
修
し
て
煩
悩
を
伏
す
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る
の
み
、
信
忍
は
随
順
し
て
疑
わ
ず
魅
忍
の
膿
で
あ
る
慧
が
疑
の
反
封

概
念
の
信
と
し
て
表
わ
れ
た
も
の
で
、
初
二
三
地
の
菩
薩
に
配
せ
ち
れ
、

順
忽
や
無
生
法
忍
の
先
に
立
つ
忍
の
要
素
で
あ
る
。
順
忍
は
四
五
六
地

に
、
無
生
忽
は
七
八
九
地
に
配
せ
ら
れ
、
寂
滅
忽
は
上
下
二
あ
り
、
佛
と

菩
薩
と
が
此
の
忍
を
用
い
て
金
剛
三
昧
に
入
る
と
せ
ら
れ
る
。
智
度
論

遍
學
品
に

「
菩
薩
は
遍
く
諸
道
を
學
し
て
、
菩
薩
位
に
入
り
、
未
だ

三

切
種
智
を
得
ず
し
て
先
づ
金
剛
三
昧
を
生
ず
、
此
の
時

三
念
相
応
の
慧

を
以
て

三
切
種
智
を
得
る
な
り
」
と
し
て
い
る
。
金
剛
三
昧
は

三
切
の

結
使
を
断
じ
、
寂
滅
忍
に
よ
る
最
後

三
刹
那
の
契
機
に
立
つ
定
で
あ
る
。

 
婆
沙
や
倶
舎
に
於
て
見
道
の
初
位
に
正
性
離
正
に
入
る
と
せ
ら
れ
る

が
、
般
若

に
於
て
は
聲
聞
凋
豊
位
を
超
え
て
菩
薩
位
に
入
る
こ
と
を
正

性
離
正
と
せ
ら
れ
る
、
正
性
離
生
は
從
つ
て
無
生
法
忍
と
相
表
裏
す
る
。

遍
學
品
に

「
菩
薩
摩
詞
薩
初
獲
意
よ
り
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
智
見

を
以
て
八
地
に
入
る
こ
と
を
観
じ
直
に
過
ぐ
」
と
あ
る
の
は
菩
薩
位
に

入
る
こ
と
で
あ
り

(
同
獲
趣
品
)
、
之
は
正
性
離
生
の
こ
と
で
あ
る
。
八

人
の
智
断
乃
至
辟
支
佛
の
智
断
は
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
る
。
從

つ
て

智
を
以
て
観
じ
て
八
地
を
過
ぎ
菩
薩
位
に
入
る
の
は
、
道
種
智
に
よ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
無
生
法
忍
と
正
性
離
正
と
道
種
慧
と
は
洞
位
同
列
に

あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

智
度
論

三
慧
品
に
薩
婆
若
は

一
切
の
聲
聞
辟
支
佛
の
智
で
あ
り
、
道

種
智
は
菩
薩
の
智
で
あ
り
、

一
切
種
智
は
諸
佛
の
智
な
り
と
せ
ら
れ
る

そ
の
中
で
薩
婆
若
は
内
外
十
二
入
に
お
け
る
無
常
苦
室
無
我
の
総
相
の

智
で
あ

つ
て
、

三
切
道
と

一
切
種
智
に
つ
い
て
知
る
能
わ
ず
。
道
種
智

は
菩
薩
は
聲
聞
道
辟
支
佛
道
菩
薩
道
の

三
切
道

を
知
り
、
こ
の
道
を
以

て
衆
生
を
度
し
實
際
の
謹
を
な
さ
ず
。

三
切
種
智
は

一
切
法
寂
滅
の
相

を
知
る
佛
智
で
あ
る
。
道
種
智
は
二
地
と
佛
と
の
中
間
に
於
て
あ
る
。

世
間
福
樂
の
十
善
道
と
三
十
七
品
の
二
乗
の
道

と
、
六
波
羅
蜜
に
帥
し

た
三
十
七
品
は
菩
薩
道
で
あ
り
、
佛
道
は
菩
薩
が
自
ら
の
爲
に
人
の
爲

に
す
る
道
で
あ
る
が
、
道
種
智
は
此
等

三
切
道
を
具
足
し
衆
生
を
教
化

し
、
其

の
道
に
出
入
す
る
と
も
謹
を
取
る
事
が
な
い
。
諸
法
實
相
は
所

謂
る
如

・
法
性

・
實
際
を
知
る
如
實
智
の
相
で
あ
る
。
如
實
知
見
が
過

程
的
な
る
に
封
し
て
如
實
智
は
無
明
を
絶
し
た
佛
智
の
内
容
で
あ
る
。

智
度
論
初
品
十

三
智
繹
論
に

「如
實
智
は
十
種

の
知
る
能
わ
ざ
る
所
を

十
智
の
各

々
の
相

・
縁

・
別
異
、
各
々
の
有
す
る
観
法
を
知
る
。
是
の

如
實
智
の
中
に
は
相
な
く
縁
な
く
諸
の
観
法
を
滅
し
て
亦
観
る
こ
と
有

ら
ず
、
十
智
の
中
に
は
法
眼
と
慧
眼
と
あ
り
、

如
實
智
の
中
に
は
唯
佛

眼
の
み
あ
り
、
十
智
は
如
實
智
の
中
に
入
れ
ば
本

の
名
を
失
し
て
唯

三

實
智
の
み
あ
り
」
と
あ
り
、
帥
ち
如
實
智
は
正
知
見
の
究
極
で
あ
る
。

無
性
法
忍
は
未
具
足
の
如
實
智
で
あ
り
、
諸
佛
且
足
の
如
實
智

へ
の
過

程
に
あ
り
、
佛
眼
に
至
る
べ
き
法
眼
の
位
に
あ

る
。
遍
學
品
に
菩
薩
の

道
種
智
を
繹
し
て

「菩
薩
は
無
生
法
忍
に
佳
し
、
諸
法
實
相
を
得
、
實

相
よ
り
起

つ
て
諸
法
の
名
相
語
言
を
取
り
、
自
ら
よ
く
繹
し
衆
生
の
爲

に
説

い
て
開
悟
せ
し
む
」
と
あ
り
、
所
佳
の
無
生
法
忍
は
、
教
化
の
爲

の
敏
施
設
の
作
用
に
立
つ
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
來
る
。

假

思
想
に
お
け

る
無

生
法
忍

に
就

い
て

(
山

本
)
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